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審査委員会奨励賞 ICI LAB　エクスチェンジ棟
主催：一般財団法人 住宅・建築SDGs推進センタータイトルスペースH85mm×W990ｍｍ部門名
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○○○○○○賞 作 品 名

黒帯部：990mm×85mm

IICCII  LLAABB エエククススチチェェンンジジ棟棟
建築主 前田建設工業株式会社

設計者 前田建設工業株式会社 一級建築士事務所

施工者 前田建設工業株式会社 関東支店

2-1　　建建築築物物のの環環境境効効率率（（BEEラランンクク&チチャャーートト））
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2-2 ラライイフフササイイククルルCCOO22((温温暖暖化化影影響響チチャャーートト））

標標準準計計算算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で

示したものです
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エクスチェンジ棟 外観（南面）

コミュニティエリア（１階） コ・ワーキングエリア（２階）

アドバイザーエリア（３階）

前田建設の研究開発拠点「ICI LAB」†は、茨城県取手市に立地し、関東鉄道常
総線寺原駅前の約52,600㎡の敷地に建設されたもので、管理中枢機能を受け持つ
「エクスチェンジ棟」、リフレッシュスペースとなる木造の「ネスト棟」と実験
施設の「ガレージ1」「ガレージ2」の4棟により構成されている。

当該敷地は、一級河川である利根川とその支流となる小貝川に挟まれており井
水が豊富である。また、緑が豊富な自然豊かな環境にあり、本計画以前よりあっ
た樹木は極力残す計画とした。

エクスチェンジ棟は、ICI LABのハブとなる業務施設であり、「ZEBと知的生産
性向上を実現する次世代型オフィス」をコンセプトに計画された。該当敷地の豊
富な井水をランドスケープや建築デザイン、設備技術と融合し最大限に利用する
計画とした。以下に特徴的な自然エネルギー活用技術を示す。

• 水景の反射をも利用する太陽光発電
• 卓越風を効率的に取込む建築形状
• 井水熱を利用する水式放射空調および水冷ヒートポンプ熱源
• 井水噴霧による空調機の高効率化、太陽光発電効率の向上
• 免震ピット内の地中熱を利用した空調機の高効率化

エクスチェンジ棟 アイソメ図

▍▍ZZEEBBとと知知的的生生産産性性向向上上をを実実現現すするる次次世世代代型型オオフフィィスス

建物概要

所在地 茨城県取手市寺田5270

建物用途 事務所

構造 RC-S造 （柱：RC造、梁：S造）

階数 地上3階

延床面積 2122.20㎡

竣工年月 2018年9月

ICI LAB全体の鳥瞰写真

▍▍CCAASSBBEEEE--建建築築（（新新築築）） 22002211年年SSDDGGss対対応応版版 評評価価結結果果（自己評価）

▍▍LLEEEEDD vv44 BBDD++CC NNCC ププララチチナナ認認証証取取得得

導入した要素技術（実験的な技術も導入）

▍▍SSDDGGss達達成成にに向向けけたた取取組組のの概概要要
井井水水をを最最大大限限活活用用ししたた熱熱源源・・空空調調シシスステテムム

• 計画地の豊富な井水を最大限に活用する地中熱オープンループ空調システム
• タスク＆アンビエント空調による省エネルギー性と快適性確保の両立

地中熱オープンループ空調システム概要
（夏期・冷房運転時）

デッキスラブ利用水式放射空調
（冷房時は井水熱を利用）

ファン付き小型床吹出口

建建物物熱熱負負荷荷をを最最小小化化すするる建建築築計計画画とと自自然然エエネネルルギギーーのの利利活活用用

• 南北軸に正対した配置とし、東西面にトイレ、機械室、階段室などのコア部分を配置し熱負荷を低減
• 内外ブラインドによる熱、光の制御および有効利用
• 太陽光、熱の活用
• 自然換気による中間期の空調電力削減

継継続続ししたたココミミッッシショョニニンンググにによよるるエエネネルルギギーー管管理理

内外ブラインド設置状況・夏冬の運用イメージ 屋上・壁面に設置した太陽光パネル 自然換気
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－52% －61% －59% －60%
－46% －42% －42% －44%

1,080(1,229) 516(664) 427(715) 444(716) 433(689)

（）内は、コンセント含む合計値消費（建物で使ったエネルギー）

生産（建物で創ったエネルギー）

竣工後3年間の運用実績（運用段階での『 ZEB 』達成）

建建設設中中のの残残土土処処理理管管理理にによよるる環環境境配配慮慮 井井水水・・雨雨水水をを活活用用ししたた水水資資源源のの削削減減

掘削土

エクスチェンジ棟

材料の認証から工事中の残土処理管理、ランドスケープとも融合した計画により高得点を獲得す
ることができた。主な取り組みポイントを以下に示す。

• 生物多様性を考慮した既存緑地の保護
• ZEBとオフィス環境における知的生産性の両立
• eco建材の活用
• 放射空調、タスク＆アンビエント空調による室内快適性の向上
• BEMSによるエネルギー効率の適正化
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評価項目と得点 サーティフィケート

寺原駅より（建物北面）

関東鉄道常総線
寺原駅

ネスト棟

ガレージ１（総合実験棟）

敷地面積：約52,600㎡

ガレージ２（構造実験棟）

エクスチェンジ棟
（対象建築物）

里山エリア（既存樹木）

技研の森

ビオトープ

内ブラインド（冬期）

外ブラインド（夏期）

トップライト

壁面：21.6kW

屋上：110.7kW

外気取込口

ウインドキャッチャー

誘引ファン

北面外部

執務室から階段室への開口

屋上から建物外に排気

・・・

CC

CHC

採熱水（冷却水）循環ポンプ

熱交換器

水冷HPチラー×9台
クッション
タンク

天井放射パネル（3階）

外気処理空調機

井水ポンプ

水冷HPチラーで生成した冷水で外気処理
（暖房運転時は温水を放射パネルに送水）

熱交換した井水を
外調機1次予冷と放射空調に利用

井水をくみ上げ熱だけを利用
（直送も可能）

スリット

ヒートシンク

天井見上げ

フットスイッチで
ON/OFF、風量切替可能

床下有効 250mm弱

床下に外調した空気を給気

フットスイッチ

床吹出口設置状況

コンセント孔に設置

†Incubation × Cultivation × Innovationの略

（自然の風を効率的に取り込む）

• 飲料水に井水を利用
• 太陽光パネルへの雨を

集水し、トイレの洗浄
水（中水）として利用

• 掘削土量の削減
• 敷地内保管および利用
• 浸食抑止計画の作成
• 土砂流出、粉塵防止技

術の採用

既既存存樹樹木木をを保保全全ししたた計計画画・・ビビオオトトーーププのの形形成成 新新技技術術実実証証のの場場ととししててのの活活用用

開発前緑地の40％を保全

既存樹木

井水・雨水を利用した水盤、ビオトープ

雨水貯留槽

直流給電システム
アドバイザーエリア

プライベートエリア

３階

１階

２階

コミュニティエリア

エントランスホール

コ・ワーキングエリア

ブレインストーミングエリア

エクスチェンジ
ストリート

ワークショップ（工房）
エリア

太陽光パネル
への水噴霧

外皮の
高断熱化

太陽光パネル下の熱利用

デシカント空調機の採用
トイレ洗浄水の雨水利用

トップライトによる採光

免震ピットへの水噴霧
免震ピット利用の
空調機効率化

高効率空調機の採用

井水を利用した
熱源システム

直流給電システム
（ハイブリッド蓄電池＋CO2フリー水素利用）

画像センサー利用
タスク＆アンビエント照明

膜天井利用
空気式放射空調

自然換気

内外ブラインド制御

太陽光発電
（屋根＋南壁面）

タスク空調対応
小型床吹出口

デッキスラブ利用
放射空調

燃料電池排熱利用

ウインドキャッチャーによる
自然換気効率向上

外気処理空調機

画像センサー

雨水貯留槽
水冷HP
チラー

膜天井利用 空気式放射空調

空調吹出し

空調吸込み

導光傾斜天井

膜天井
(空調風路)


